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EspressChartのｻﾎﾟｰﾄするｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻｰﾊﾞｰとﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

対応プラットフォーム
Windows 9x, 2000, XP, NT, 2003 

Sun Solaris, Linux, HP-UX,IBM 
AIX/AS400

対応アプリケーションサーバー
Tomcat、JBOSS、 WebLogic™, 
WebSphere™、Oracle、 Sun



EspressChartの生成方法

EspressChartの生成方法は４つあります。

①Javaｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

②ウェブアプリケーション

③GUIチャートデザイナ ④ERES チャートデザイナ

EspressChart APIを使用して、 Javaプログ
ラミングでチャートが生成される。

アプレット又はサーブレットでEspressChart 
APIを使用してチャートが生成される。

EspressChartのdesigner.batファイルを
実行して、ビジュアルなツールでチャート
を作成する。

EspressReport ESのチャートデザイナで
チャートの作成又は編集を行なう。



業務に対するEspressChart実現の体制

EspressChartの機能を使用したさまざまな作業実績環境を、以下に示します。

シナリオ１：

プラットフォーム：Z/OS       アプリケーションサーバー：Websphere     データベース：Oracle

処理： ウェブアプリケーションでチャートを生成する。
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ウェブ・コンテナクラスローダ領域

WEBSPHERE
Z/OS①ブラウザからコントロー

ル領域に要求を送信する。

②コントロール領域が要求
を受信して、ＷＬＭに渡す。

③WLMが要求を操作して、
Websphereアプリケーショ
ンサーバーに送信する。

④クラスローダがＷＡＲファ
イルを読込み実行して、
チャートの生成を行なう。

⑤抽出条件により、データ
ベースからデータを取得し
て、チャートに出力する。

⑥チャートをブラウザに表
示する。
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サーブレット Ｘ

業務に対するEspressChart実現の体制

WebLogic

WINDOWS

DB

ウェブアプリケーション

アプレット Ｘ

▼ チャート作成

① DBからデータを抽出する。
Ｊａｖａアプリケーションで抽出したデ
ータをチャートに変換して、アップレ
ットに表示する。

②ハイパーリンク処理：
チャートオブジェクト毎に設定されているハイパー
リンクを押下する事により、チャートオブジェクトの
データを取得する。取得データを抽出条件として
サーブレットでチャートを生成する。

③Drill-Down処理：
コンボボックスでチャートに表示するデータに対しての
条件を選択する。「チャート作成」ボタンを押下すると
、選択した条件によりチャートが生成される。

シナリオ２：

プラットフォーム：Windows    アプリケーションサーバー：WebLogic     データベース：MsAccess

処理： EspressChartのDrill-downとハイパーリンク処理を行なう。



業務に対するEspressChart実現の体制

UNIX

ＧＵＩチャートデザイナ
EspressManager

DB

( Designer.sh )

①EspressManagerを起動してから、
designer.shでチャートデザイナを起
動する。

出力ファイル

②データベースからデータを抽出し
て、チャートに表示する。

③チャートを色々なフォー
マットで保存できる。

シナリオ３：

プラットフォーム：Unix      データベース：MySQL

処理： GUIチャートデザイナで(designer.sh)で生成したチャートを色々なフォーマットに

エキスポートする。

CHT- Chart

GIF- CompuServe

BMP- OS/2 or Windows Bitmap

JPG – JPEG

PNG- Portable Network Graphics

TXT-Data Source File

PDF- Acrobat

SVG- Scalable Vector Graphics

SWF – Flash

WMF- Windows Meta File

TPL- Chart Template



業務に対するEspressChart実現の体制

WINDOWS

ブラウザ

DB

TOMCAT
ERESバックエンド

①ブラウザからERESウェ
ブアプリケーションを実行
する。

②チャートに表示されるデータ
を取得する。

※ERESサーバーがＥＲＥＳバッ
クエンドを使用して、該当する
処理を行なう。③抽出データ(2バイト文字等)

をチャートに正しく表示する。

※予め、ERESのJSPファイル
で文字エンコードを全角文字(2
バイト文字)のデータを対応出
来るように設定する。

ERES データベース

エンタプライズデータソース

ファイルシステム

ERES API

サーブレット・コンテナ

ERESサーバー

シナリオ４：

プラットフォーム： Windows アプリケーションサーバー： TOMCAT     データベース：DB2 UDB

処理： データベースから取得した全角文字(2バイト文字)データをチャートに正しく表示する。



アプリケーション層

アスペクト層

サービス層

業務に対するEspressChart実現の体制

JBOSS

WINDOWS

ブラウザ

WAR

ウェブ･コンテナ

マクロカーネル
層(JMX)

DB

①リモートＰＣがJBOSSアプリケー
ションサーバーに接続して、
EspressChartアプリケーションを実
行する。

②チャートに表示されるデータを取
得する。

JSP

サーブレット

JAR

Chart API

③取得データにより、チャートが生
成される。

シナリオ５：

プラットフォーム： Windows アプリケーションサーバー： JBoss      データベース：Oracle

処理： リモートPCでユーザがチャートの作成、編集が行なう。



AS400

業務に対するEspressChart実現の体制

I
C
M

J2EE 
Dispatcher J2EE Server

MAX 
DB

Espress 
Manager SAP 

MMC

JDBC 
Bridge

①EspressManagerでユーザ権
限とデータベース接続を管理
する。

③J2EE DispatcherでSAP Web 
AS( Application Server) に要
求を転送することを判断する。

SAP システム

J2EE 
Engine

④SAP MMC(SAP Systems 
Manager for the MMC)が
SAPシステムの情報とJ2EEエ
ンジンを管理する。

※SAPシステ
ムで使用する
データベース

ブラウザ
(EC デザイナ）

⑤ブラウザに生成したチャートが表
示される。

②ウェブからの要求はICM(イ
ンタネットコミュニケーションマ
ネージャ)で受信する。

シナリオ６：

プラットフォーム： AS400 アプリケーションサーバー： SAP      データベース：MaxDB

処理： EspressChartデザイナを使用して、SAPMaxDBデータのチャートを作成する。


